
 

 

 

 

 

 

 

後期始動 
  10/６（金）任命式を実施しました。 

学年委員長の小島 悠生さんから「これが私たちの代だという学年を作ることに挑戦します」という

力強い言葉があり、後期がスタートし、早一か月が経ちました。今号では、各リーダーを紹介します。 

中学校生活も後半になりました。まずは、リーダーたちがその自覚を持って活動し、学年をよりよく

するために貢献してほしいと思います。 

 

専門委員長 

 

習熟度テスト（３学期はじめに実施）及び３学期学年末テストに向けて 

１１月１５・１６日に、期末試験を実施しました。今回は、Ｃａｎ-do リストを減らし、自分で

計画表を作成することに挑戦しました。各教科の点数だけではなく、テスト前の学習の

仕方についても振り返りたいものです。ちょうど 1 年後には、みなさんは自分の進路を決

定していく時期になります。自分の目標を達成するためにも、計画する力をつけていきましょう。 

以下、掲載する表は、テストの際に、毎回載せているものです。定着してきたか、確認しましょう。 

学年委員 ２－A ２－B ２－C 

委員長 小島 悠生さん 

（学年委員長） 

吉住 倫太朗さん 松木 七海さん 

副委員長 上田 渚咲さん 岡田 吏央さん 星澤 宗介さん 

生活委員 整美委員 保健委員 給食委員 

岩崎 慶人さん 

 

田中 希歩さん 下野 紗彩さん 佐藤 琴都さん 

図書委員 放送委員 

飯村 百香さん 

 

倉員 一誠さん 

 

☆試験勉強の計画について、２週間の学習計画を立てることはできたか？ 
 

 →試験範囲の学習を１日で終えることは困難です。また、個々人で、それぞれの日に都合があるも

のです。だからこそ、試験勉強に必要な総合計時間を予想し、その日の計画を立てる必要がある

のです。 

 
 →ＰＤＣＡサイクルを大切に 

Ｐ（プラン 計画）→Ｄ(ドゥ 実行)→Ｃ（チェック 評価）→Ａ（アクション 改善） 

 
 →計画を立てる経験を積んでいるか？ 

  １年後の受験勉強は、数か月の学習計画を必要とします。３年生になるまでに、２週間の計画を立

てる練習ができるのも、あと、１回しかないのです。 
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総合的な学習の時間 
 １１月20日（月）に職業講演会を実施します。キャリア教育の一環として、望ましい職業観を育成

していくために実施する教育活動になります。 

これまで、『ENAGEED
エ ナ ジ ー ド

』を活用して、学習を進めてきました。 

生徒がこれからの時代に求められる力を手に入れ、自分の人生を誇りあるものにすることを目指し、

これからも、授業に取り組んでいきます。授業を終えての感想の抜粋をご紹介いたします。 

 

また、いよいよ職業講演会の直前期になりました。学年ＰＴＡ役員の皆さんをはじめ、多くの方々

にご協力とご理解をいただいて、実現する会になります。有意義な時間になりますように、職員一

同教育活動に臨んでまいります。 

 

Ａ木村 ひまりさん 学習後は働くということに興味を持ち、仕事をするときに、ただ仕事をこな

すだけではなく、誰かに「感情」を生み出すことを意識することで、仕事がよ

り楽しいものになると思う。特に、私が人に届けたい感情は「安心」である。

「安心」→「快適」→「楽しい」という社会づくりに貢献したい 

A小川 芽夏さん 相手にどんな「感情」になってほしいかを考えることで、働き方は変わってく

ると思う。言われたとおりにただやるのと、相手に良い思いをしてほしいと

仕事をするのでは、だいぶ違うのではないか。そのためには、自分が働いて

いて、自分も幸せな感情になることが大切である。 

Ｂ久保田 優海さん ちょっとした創意工夫で、自分のやっている仕事がもっと楽しくなるかもし

れないということがわかった。今の学校生活で、将来に向けて創意工夫が

できそうなことは、例えば、部活動である。みんながもっと上達するように、

有意義な活動が増えるように、チームに貢献したいと思う。 

B田崎 史佑斗さん 一人ひとりの一つの考えから、様々なアイディアが生まれ、どんどん可能性

が増えていくことがわかった。例えば、他の人とは違う、自分にしかできな

い仕事や得意なことを見つけていくことが、将来に向けて、大切だと思っ

た。 

C末次 明悠花さん 一人ひとりが考え、いろいろな工夫をして仕事が行われ、大きな社会をつく

っていることがわかった。今、こうして字を書くことができるのも、これまで

に教えてくれる人がいたからだと実感している。食べ物も、例えば、農家の

方々が作ってくれているから、食べられているのだと再認識した。 
C田中 翠さん 「力」を合わせることで、色々な可能性が生まれるというイメージが強くなっ

た。学校生活では合唱コンクールや体育祭等の学校行事で、一人ではでき

ないことも、団結することで成果をあげることができた。今、団結力を身に

つけることは、大人になったときに役立つと思う。 

 



職業講演会について再掲載します。 
【当日の日程と実施場所】 

   １１月２０日（月） 

講演 ①１３：０５～１３：３５ Ａ組（体育館-今村さん） Ｂ組（体育館-末永さん） Ｃ組（柔道場-近藤さん） 

講演 ②１３：４０～１４：１０ Ａ組（体育館-末永さん） Ｂ組（柔道場-近藤さん） Ｃ組（体育館-今村さん） 

休憩   １４：１０～１４：２０  

講演 ③１４：２０～１４：５０ Ａ組（柔道場-近藤さん） Ｂ組（体育館-今村さん） Ｃ組（体育館-末永さん） 

まとめ １４：５０～１５：２０（帰りの会含） 各教室で実施 

    

※１ 当日の講演会を生配信します。本校 Teams 内で、ご視聴していただけます。お子様のＩＤ 

とパスワードでログインして、お子様のクラスのチーム内でご覧ください。 

         ２年 A組→（R5-２A） ２年 B組→（R５-２B） ２年 C組→（R５-２C） 

※２ Teams内の動画の録画やダウンロードはお控えください。 

※３ 当日の進行状況で、実施時間が前後することがあります。ご承知おきください。 

 

教育実習生 中村 友哉先生より 

１０月１６日（月）～１１月６日（月）まで、２Ｂを中心に生活し、社会科の授業を通して、皆さんととも

に学んできた、先生からのメッセージを紹介します。 

共に学んだ生徒の皆さんに「縁」という言葉を送ります。 

友人や身近にいる方等、多くの経験との出会いに感謝して、全力で学校生活を送ってほしいと思 

います。全力で今と向き合えば、大抵のことはやり遂げることができると思います。しかし、自分 

の力では何とかならない場合は、遠慮せずに周りに頼ってみましょう。 

私もこの３週間、素直で眩しい生徒の皆さんに助けてもらいながら、何とか、実習をやり遂げる

ことができました。皆さんとの「縁」を忘れず、夢に向かって走り続けます。 

お互いに頑張りましょう。３週間ありがとうございました。 

 

【お別れの帰りの会の様子】 


